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１．研究計画の概要 
(1) 広島大学 1.5m 望遠鏡と１露出型広視野

偏光撮像器 HOWPol を用いて、ガンマ
線バースト（GRB）の明るい初期残光の
偏光測光観測を行う。 

(2) GRB の輻射源となっているのジェット
構造や電子エネルギー分布、輻射機構を
追究する。 

(3) 望遠鏡や HOWPol の制御システムを整
備し、自動観測化を実現する 

 
２．研究の進捗状況 
 2008 年度には、主に HOWPol の組み上げ
と制御システムの開発を行った。年度の終わ
りには HOWPol を望遠鏡のナスミス焦点に
常設し、試験観測を開始して、結像性能や観
測効率において所期性能が達成されている
ことを確認した。その後も制御系の整備が進
められ、2009 年 5 月には、GRB アラート受
信後に最速 50 秒程度で自動観測する環境が
整い、2009 年 12 月 8 日には GRB の偏光観
測に成功した。また、他財源を基に開発した
偏光プリズムが 2009 年度末に納品され、一
回の露出で広視野に亘り観測する素地が整
った。また、GRB が現れていない時間を利
用して超新星の観測も行った。2010 年度は、
高精度偏光測定を目指したキャリブレーシ
ョン観測を行いながら、GRB および超新星
の観測研究を進めた。 
これにより、これまで報告例が殆ど無かっ

た GRB 初期残光（爆発から 1000 秒以内）の
新たな観測例として、GRB 091208B を得た
ことは特筆されよう。爆発から 149 秒後から
露出を開始したが、これだけ早期に観測を開
始した例は過去に例が無い。可視光とＸ線の
光度曲線の振る舞いを標準モデルと比較す

ることで、数千秒までの可視・Ｘ線輻射は外
部衝撃波による残光でうまく説明されるこ
と、また、その場合観測された p=10±4%の
直線偏光はシンクロトロンモデルを支持す
る結果を得ることができた。 
また、ナスミス焦点における器械偏光のキ

ャリブレーション方法が確立でき、最終的な
偏光測定精度として、GRB 観測に充分なΔ
p=0.3%が達成できたことも成果である。 

GRB が現れない晩には、GRB の関連天体
と考えられている超新星の観測を行った。
2009 年 4 月に現れた例外的に明るい Ia 型超
新星 SN 2009dc においては、継続的な多色
撮像観測を行い、総輻射強度を得ることで、
この Ia 型超新星がこれまでに見つかったも
のの中で最も明るく、親星がチャンドラセカ
ール限界質量を超える量の 56Ni を合成した
可能性が高いことを見出したことも特筆す
べきであろう。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
制御系および観測体制の整備が順調に進み、
2009 年度以降、25 個の GRB に対して自動
即応観測が行われた。うち一つでは有意な偏
光が観測され、現在論文執筆を進めている。
このまま観測スタンバイを継続することで、
より明るい残光に対する有意な偏光観測例
を得ることが期待される。また、関連天体と
して超新星の観測研究も行い、２つの研究成
果については記者発表を行った。うち一つに
ついて、その主な観測データは HOWPol で
得られたものである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
当初、本課題は 2011 年度までを研究期間
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としていたが、主たる開発は 2010 年度まで
で完了し、観測スタンバイを継続しているこ
と、および 2011 年度から基盤(B)の別課題が
採択されたことから、本課題は 2010 年度に
て終了することになった。ただ、HOWPol
による GRB 観測の自動観測は今後も継続す
る予定であり、明るい GRB 残光が現れた場
合には世界的にも貴重なデータが得られる
ことが期待される。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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